
　給食のはじまり

　　世界の中で給食の始まった年代はまちまちですが、始まった理由は

　共通しています。その理由は、貧困児童救済です。現代の日本は食べ

　物がなく命を落とすようなことは、想像することも難しい恵まれた環

　境です。世界の中には、まだまだ食べ物がないことが理由で命を落と

　している子どもたちがいます。給食週間に食べ物の大切さについても

　考えてみましょう。全国学校給食週間は明日から始まります。
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給食の始まり

・フランス 1720年

・ドイツ 1790年

・イギリス 1864年

・日本 1889年



　全国学校給食週間とその前日の1月23日(火)～30日(火)までは、兵庫

県の「ひょうご安心ブランド」に認証されている、多可町産の「千のし

ずく米」が給食に登場します。お米の品種は「こしひかり」です。

いつものごはんも兵庫県産を使用していますが、見た目や味の違いなど

いろいろ感じながら食べてみてくださいね。

生産者の方より

　自分たちが作ったお米を子供たちが食べてくれることがとてもうれしい

です。心をこめて作ったお米なのでたくさん食べてください。
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